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■
協
働
ま
ち
づ
く
り
事
業
と
は
？

◇
市
民
活
動
団
体
と
行
政
と
が
、
各
自
の
役
割

分
担
や
経
費
負
担
な
ど
を
明
確
に
し
た
う
え

で
、
地
域
課
題
の
解
決
や
市
民
ニ
ー
ズ
の
実

現
に
取
り
組
む
事
業
で
す
。

◇
市
民
の
皆
さ
ん
が
持
っ
て
い
る
経
験
や
技
術

を
生
か
し
た
ア
イ
デ
ア
、
行
政
と
は
違
っ
た

視
点
で
の
取
り
組
み
を
募
集
し
、
市
民
の
皆

さ
ん
と
行
政
が
協
働
し
て
ま
ち
づ
く
り
に
取

り
組
み
ま
す
。

◇
総
合
計
画
に
掲
げ
た
28
施
策
に
合
致
し
て
い

る
も
の
を
テ
ー
マ
と
し
て
い
ま
す
。

市では、多様化する地域の課題や市民のニーズにこたえるため、NPO法人、ボランティ

ア団体などの市民活動団体と行政とが、また市民活動団体同士がお互いの特徴を生かしな

がら、協力・連携して市民主体のまちづくりを進める「協働」を推進しています。

市民活動団体から、総合計画に掲げたまちづくりの施策に関連した提案を募集し、その

提案をした団体に市が事業を委託したり、補助したりする「協働まちづくり」事業。

市民と行政とが担う「新しい公共」、15事業を紹介します。

地域振興課協働共生推進係　244-3116問�申�

“新しい公共”を担う
「協働のまちづくり」が
スタートしました！

【
平
成
18
年
３
月
】

市
協
働
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る

指
針
の
策
定

◇
N
P
O
法
人
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
、

自
治
会
、
企
業
な
ど
が
互
い
の
特
徴

を
生
か
し
な
が
ら
、
行
政
や
ほ
か
の

団
体
と
の
協
働
を
推
進
す
る
た
め
の

基
本
的
な
考
え
方
や
方
向
性
、
必
要

な
施
策
な
ど
を
示
し
ま
し
た
。

【
平
成
18
年
５
月
】

市
協
働
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

「
ふ
ら
っ
と
」
開
設

◇
市
民
活
動
団
体
の
皆
さ
ん
が
活
動
・

交
流
で
き
る
場
「
ふ
ら
っ
と
」
を
開

設
し
ま
し
た
。
50
を
超
え
る
団
体
が

登
録
し
、
各
種
ま
ち
づ
く
り
に
向
け

た
情
報
交
換
や
施
設
管
理
を
自
主
的

に
行
っ
て
い
ま
す
。

■
「
協
働
」
の
こ
れ
ま
で
の
歩
み

「協働」の種まき
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【特集】“新しい公共”を担う「協働のまちづくり」がスタートしました！

【
平
成
18
年
10
月
】

市
協
働
ま
ち
づ
く
り

キ
ッ
ク
オ
フ
セ
ミ
ナ
ー

◇
市
民
と
市
職
員
と
が
協
働
で
解
決
す

べ
き
地
域
の
課
題
な
ど
に
つ
い
て
、

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
形
式
で
協
議
し
ま

し
た
。

【
平
成
19
年
２
・
３
月
】

市
協
働
ま
ち
づ
く
り

ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

◇
総
合
計
画
の
骨
子
を
学
ん
だ
り
、
市
の

現
状
に
つ
い
て
情
報
交
換
を
し
た
り
し

て
、
協
働
の
可
能
性
を
探
り
ま
し
た
。

【
平
成
19
年
４
月
】

市
協
働
ま
ち
づ
く
り
事
業
の
公
募

◇
委
託
事
業
、
補
助
事
業
、
連
携
事
業

の
そ
れ
ぞ
れ
を
募
集
し
、
公
開
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
経
て
、
15
の
事

業
を
採
択
・
決
定
し
ま
し
た
。

◇
採
択
さ
れ
た
15
事
業
す
べ
て
に
担
当

課
を
決
め
、
提
案
さ
れ
た
事
業
を
よ

り
良
い
も
の
に
す
る
た
め
予
算
や
開

催
内
容
を
再
度
確
認
し
ま
し
た
。

【
平
成
19
年
６
月
〜
】

採
択
さ
れ
た
15
事
業
が
「
新
し
い
公

共
」
と
し
て
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。

委
託
事
業

◇
本
来
、
行
政
が
行
う
べ
き
公
共
サ
ー

ビ
ス
を
行
政
が
直
接
行
う
よ
り
も
、

他
の
者
に
委
託
し
て
実
施
す
る
こ
と

が
効
率
的
で
、
効
果
的
と
判
断
し
た

事
業
で
す
。

◇
地
域
課
題
の
解
決
を
目
的
と
し
て
設

定
さ
れ
た
テ
ー
マ
に
対
し
て
、
市
民

活
動
団
体
の
柔
軟
な
発
想
の
事
業
提

案
に
よ
り
、
採
択
さ
れ
た
事
業
を
委

託
し
ま
す
。

◇
１
事
業
当
た
り
の
予
算
は
、
お
お
む

ね
30
〜
50
万
円
程
度
で
す
。

障害のある方の自立と社会復帰を
促進させるためのコーヒーショップ運営

NPO法人すずらんの会

事業内容 障害のある方の
自立と社会参加の促進の
ため、市役所1階ロビーに、
社会復帰訓練施設となる
コーヒーショップを設置
しています。障害のある
方とボランティアの方と
が店員となり、香り豊か
なコーヒーを販売してい
ます。

営業日 月・水・金曜日（祝日・年末年始は除く）
営業時間 午前10時～午後2時

事業内容 野良猫として捨てられる前の対策として、「猫
の譲渡会」を開催します。ほかにも飼育マナーの向上
を呼び掛けたり、犬の里親探しなどを行ったりして、
人と動物が共存する美しいまちの実現を目指します。

＜猫の譲渡会開催日＞
▽袋井動物病院…毎月第2日曜日　午後1時～4時
▽協働まちづくりセンター「ふらっと」…10月20日
(土)、11月17日(土)、平成20年2月16日(土)、3月
15日(土) 午後1時～4時

事業内容 市内在住外国人の生活実態把握のために「仕
事と暮らし、保健・医療、教育、緊急時の対応、行政
サービス施策への要望」などについて、実態調査を行
います。
18歳以上の外国人市民約1,000人への郵送調査と訪
問調査によって、誰も
が尊重され住みやすい
共生社会の実現のため
の施策立案に向け、外
国人市民のニーズ集約
に取り組みます。

捨て猫 捨て犬を無くし
美しいまちづくり事業

アニマルサポート・あい

NPO法人国際教育文化交流会

在住外国人生活支援事業のための
実態調査

「協働」の水やり「協働」の芽生え・育成「協働」の実り
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補
助
事
業

◇
特
定
の
事
業
や
研
究
な
ど
を
育
成
、

奨
励
す
る
た
め
に
市
が
一
部
金
銭
的

支
援
を
行
う
事
業
で
す
。

◇
市
政
運
営
上
の
課
題
解
決
や
市
民
ニ

ー
ズ
へ
の
的
確
な
対
応
を
目
的
と
し

た
事
業
提
案
に
よ
り
、
採
択
さ
れ
た

事
業
に
市
が
事
業
費
の
３
分
の
２
を

補
助
し
ま
す
。

◇
１
事
業
当
た
り
の
補
助
額
は
、
20
万

円
（
総
事
業
費
30
万
円
）
程
度
で
す
。

事業内容 虐待、不審者、いじめなど、子どもと暴力の問
題は、家庭・学校・地域の協力関係の中で対応していく
必要があります。暴力について学ぶ「大人ワークショッ
プ」を開催します。

◇高南小学校、浅羽南小学校で開催を予定しています。

子どもたちへの暴力防止
CAP大人ワークショップの提供

CAP倶楽部袋井支部

事業内容 自治会とは別にまちづくりに取り組む「南町中
朗会」。今年度は「高齢化」に焦点を当て、高齢者がい
きいきと暮らせる場づくり（納涼会への高齢者招待、高
齢者団らんサロンの開催、資源回収の巡回訪問など）を
行います。

中朗会パワー全開 朗らかな地域社会を築こう事業
南町中朗会

事業内容 阪神淡路大震災での被災体験を生かして活動
を続ける石井布紀子さんの講演やワークショップを通
じて、男女共同参画の視点から市民自らが何ができる
か、何をすべきかを学びます。

◇講演会について詳しくは、本紙16ページをご覧くだ
さい。

地域で、自分で“考え、実践する”減災

e市民ネットワーク袋井

事業内容 子どもたちの心の悩みに耳を傾け、子どもたち
の健全な心の発達のためのカウンセリング手法を学ぶ
「青少年育成指導者養成講習会」を開催します。
◇講習会について詳しくは、本紙9月1日号21ページをご
覧ください。

青少年育成指導者養成講習会
袋井市青少年育成アドバイザーの会

事業内容 市民や観光客に交流と安らぎを与える「足湯
温泉」をJR袋井駅前の噴水を改造することで実現でき
るか調査し、研究する事業で
す。改造図面、工事費の概算
算出、事業化に向けた収支計
算などを市民レベルで調査
し、行政へ提案します。

JR袋井駅前に「足湯」を作り、
全国にPRするための企画提案

NPOくらし・街づくり環境美化活動の会

事業内容 新市の一体感の醸成と地域コミュニティの育
成を目的に「袋井よさこいおんない祭」の開催を目指
します（平成20年6月）。今年は、袋井駅前夏祭りで
プレイベントを開催し、よさこい踊りの普及活動やＰ
Ｒ活動などイベント開催に向けた気運の盛り上げを目
指しています。

◇よさこい総踊りの基本練習
を行っています。詳しくは、
本紙9月15日号13ページを
ご覧ください。

「袋井よさこいおんない祭」開催事業

袋井よさこいおんない祭実行委員会

事業内容 地域の特性を生かした「憩い」、「癒し」の空
間としての潜在価値を秘める原野谷川。その資源活用
に向けた総合的な開発プランづくりを市民の手で提案
します。
・開発イメージをCGでリアル
に提示

・立体模型による具体化　など

原野谷川 総合開発プランの作成

袋井駅前商店街協同組合

事業内容 市民活動団体の活動支援とまちづくり活動の交
流拠点として開設された「ふらっと」。登録団体によっ
て自主運営される施設管理をサポートしたり、団体間の
交流・連携がさらに推進されるよう
「事務局スタッフの育成」を図ります。
市民と行政との「協働」により、市民
活動を支える人材の育成を目指します。

「ふらっと運営会議」事務局スタッフ育成事業
ふらっと運営会議

広報ふくろい 2007 平成19年10月1日
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連
携
事
業

◇
委
託
事
業
や
補
助
事
業
と
は
違
い
、

行
政
か
ら
の
金
銭
的
支
援
は
な
く
、

互
い
に
不
足
・
不
得
手
と
す
る
部

分
を
補
い
合
う
事
業
で
す
。

◇
市
が
公
共
施
設
の
使
用
を
手
配
し

た
り
、
事
業
に
必
要
な
広
報
を
担

当
し
た
り
し
て
、
市
民
活
動
団
体

と
行
政
な
ど
が
協
働
す
る
こ
と
で

補
い
合
い
、
事
業
効
果
を
高
め
ま

す
。

◇平成19年度に提案・実施された15事業は、今後それ
ぞれに次の過程を経て、「新しい公共」としての効果
を検証後、新たなまちづくりへと生かしていきます。

◇「協働の実り」として実を付けた15事業。それぞれど
んな味がするのか、参加して自分自身で確かめてみま
せんか。

事業完了報告

事業の実施スケジュール

中間評価（11月）

事業終了（～平成20年3月）

事業実施

事業内容 色をテーマに、世代別で色彩心理について体験
学習し、心の様子を探る講座を開催します。
▽親子で体験色彩心理…9月15日・16日・22日・23日
▽色とアートでさぷりしよう…10月6日(土)・7日(日)
▽コラージュさぷり…11月10日(土)・18日(日)
◇詳しくは、生涯学習情報紙ふれあい8月15日号3ページ
をご覧ください。

子どもと大人のための
「カラーさぷり」体験講座

NPO法人健康文化クラブ

事業内容 自ら学び自ら楽しむ芸術・文化・学習活動
の推進を目指す中国語講座。経済成長が著しく、観
光地としても注目の中国。そんな中国への旅行に役
立つ基本的な会話や行き先の選択、買い物の仕方、
宿泊マナーなどを学びます。

◇詳しくは、本紙8月1日号18ページをご覧ください。
◇第2期・3期の
開催について
は、後日、本
紙情報ボック
スにてお知ら
せします。

中国語講座～中国列車の旅～

NPO法人健康文化クラブ
事業内容 年齢を問わず誰でも参加できる注目のニュース
ポーツ「スポーツ吹矢」。誰もが楽しめる生涯スポーツ
の推進を目指し、腹式呼吸で健康アップも期待できる講
座を開催します。
10月から月2回のペースで講
座を開催します。

◇詳しくは、本紙7月15日号21
ページをご覧ください。

健康講座「スポーツ吹矢」

NPO法人健康文化クラブ

事業内容 心ゆたかな子どもの育成を目指し、サンタ
クロースにふんした青年団員が、公募で申し込みが
あった世帯を訪問します。親からのプレゼントとと
もに、素敵な夢を手渡します。

◇本紙10月15日号で、対象家庭を募集し、12月下旬に
お宅を訪問します。

子どもたちの夢を育
はぐく

む
「サンタの宅配」

袋井市青年団

市民活動団体側、行政側のそれぞれの立場で、協
働事業の評価・改善を行い、平成20年度の事業実
施に向けた検討を行います。

市では、協働まちづくり事業を通じて、市民自らが

主役となって、豊かな地域づくりを目指します。

【特集】“新しい公共”を担う「協働のまちづくり」がスタートしました！
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「
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
」
が
始
ま
り
ま
す

平
成
20
年
４
月
か
ら

こ
れ
ま
で
、
75
歳
以
上
の
方
は
、
国
民
健
康
保
険
や
社
会
保
険
な
ど
の
医
療
保
険
制
度
に
加
入
し
な
が
ら
、「
老
人

保
健
制
度
」
で
医
療
を
受
け
て
い
ま
し
た
が
、
平
成
20
年
４
月
か
ら
は
新
た
な
医
療
制
度
「
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
」

で
医
療
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

新
し
い
制
度
は
、
県
内
全
市
町
で
設
立
し
た
「
静
岡
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
」
が
運
営
し
、
各
種
届
け
出
な

ど
の
窓
口
業
務
や
保
険
料
の
徴
収
は
市
が
行
い
ま
す
。
新
し
い
制
度
の
概
要
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

市
民
課
国
保
年
金
係
　
2
４
４
―

３
１
１
３
　

■
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
と
は
？

急
速
な
高
齢
化
が
進
み
、
高
齢
者
の

医
療
費
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
今
後
も

安
定
し
た
医
療
制
度
を
続
け
て
い
く
た

め
に
、
現
在
の
老
人
保
健
制
度
に
か
わ

る
新
し
い
高
齢
者
の
医
療
制
度
と
し
て
、

平
成
20
年
４
月
か
ら
「
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
」
が
始
ま
り
ま
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
は
、
75
歳
以
上

（
65
歳
以
上
で
一
定
の
障
害
が
あ
る
方
を

含
む
）
を
対
象
と
し
た
医
療
制
度
で
す
。

県
内
す
べ
て
の
市
町
が
加
入
す
る
「
静
岡

県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
」
が
運
営

し
、
各
種
届
け
出
な
ど
の
窓
口
業
務
や
保

険
料
の
徴
収
は
、
各
市
町
が
行
い
ま
す
。

返
却
し
て
い
た
だ
き
、
後
期
高
齢
者
医

療
の
保
険
証
に
切
り
替
え
て
い
た
だ
き

ま
す
。

新
し
い
保
険
証
は
、
平
成
20
年
３
月

に
郵
送
し
ま
す
。
特
に
手
続
き
は
必
要

あ
り
ま
せ
ん
。

■
こ
の
制
度
の
対
象
者
は
？

75
歳
以
上
の
方
と
65
歳
以
上
で
一
定

の
障
害
が
あ
る
方
が
対
象
で
す
。

平
成
20
年
４
月
１
日
以
降
に
75
歳
に

な
る
方
は
、
誕
生
日
の
日
か
ら
対
象
に

な
り
ま
す
。

■
こ
れ
ま
で
と
何
が
変
わ
る
の
？

こ
れ
ま
で
の
被
保
険
者
証
（
保
険
証
）

と
老
人
医
療
受
給
者
証
の
代
わ
り
に
、

新
し
い
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
保
険

証
が
１
人
１
枚
交
付
さ
れ
ま
す
。

対
象
に
な
る
方
に
は
、
老
人
医
療
受

給
者
証
だ
け
で
な
く
、
こ
れ
ま
で
加
入

し
て
い
た
各
種
健
康
保
険
の
保
険
証
を

■
医
療
機
関
に
か
か
る
時
は
？

平
成
20
年
４
月
１
日
以
降
に
、
医
療

機
関
に
か
か
る
時
は
、
後
期
高
齢
者
医

療
の
保
険
証
を
医
療
機
関
の
窓
口
に
出

し
て
く
だ
さ
い
。
保
険
証
は
１
人
１
枚

に
な
る
の
で
、
こ
れ
ま
で
よ
り
窓
口
で

の
確
認
は
簡
単
に
な
り
ま
す
。

医
療
機
関
の
窓
口
で
支
払
う
金
額

（
負
担
割
合
）
は
、
こ
れ
ま
で
の
老
人
医

療
と
変
わ
り
ま
せ
ん
。
原
則
と
し
て
、

自
己
負
担
割
合
は
１
割
、現
役
並
み
所
得

者
(※)
の
自
己
負
担
割
合
は
３
割
で
す
。

(※)
現
役
並
み
所
得
者
…
同
一
世
帯

に
課
税
所
得
１
４
５
万
円
以
上

の
所
得
の
あ
る
人
。

老人
医療受
給者証

旧

保険証
新
保険証

これまで平成20年4月～
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＜後期高齢者医療制度のポイント＞＜後期高齢者医療制度のポイント＞

①平成20年4月1日から始まります。
②75歳以上（一定の障害がある方は
65歳以上）のすべての皆さんが加
入します。

③被保険者には、新しい保険証が1人
1枚交付されます。

④制度の運営は、静岡県後期高齢者
医療広域連合が行います。

⑤受けられる医療給付は、これまで
と変わりません。

⑥医療費の自己負担割合は1割（現役
並み所得者は3割）です。

⑦すべての被保険者に、保険料を納
めていただきます。

■
医
療
費
が
高
額
に
な
っ
た
場
合
は
？

１
か
月
間
の
医
療
費
の
支
払
い
が
、

自
己
負
担
限
度
額
を
超
え
た
場
合
、
超

え
た
金
額
が
高
額
療
養
費
と
し
て
支
給

さ
れ
ま
す
。
現
在
の
老
人
保
健
制
度
と

同
様
の
医
療
給
付
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

■
保
険
料
は
？

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
で
は
、
す
べ

て
の
対
象
者
に
保
険
料
を
納
め
て
い
た

だ
き
ま
す
。
保
険
料
は
、
所
得
に
応
じ

て
計
算
さ
れ
る
所
得
割
額
と
全
員
同
額

と
な
る
均
等
割
額
を
合
計
し
た
額
に
な

り
ま
す
。
保
険
料
の
金
額
な
ど
は
、
順

次
、
本
紙
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
保
険
料
の
軽
減
措
置
】

世
帯
主
と
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の

対
象
者
全
員
の
所
得
が
一
定
以
下
の
方

は
、
所
得
水
準
に
応
じ
て
保
険
料
の
均

等
割
額
部
分
が
７
割
・
５
割
・
２
割
と

軽
減
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
社
会
保
険
な
ど
の

被
扶
養
者
で
保
険
料
を
払
っ
て
い
な
か

っ
た
方
は
、
経
過
措
置
と
し
て
２
年
間
、

所
得
割
額
は
賦
課
せ
ず
、
均
等
割
額
部

分
が
５
割
軽
減
さ
れ
ま
す
。

後期高齢者医療制度の仕組み

後期高齢者
（被保険者） 医療機関

被保険者の認定や保
険料の決定、給付の
決定など制度の運営
全般を行います。

保険料の徴収や各
種申請・届け出の受
付、被保険者証の
引き渡しなどの窓
口業務を行います。

袋井市 静岡県後期高齢者
医療広域連合

被保険者証の提示
医療費の一部負担

診療

保険料の納付
情報提供

資格管理など
被保険者証の交付

各
種
申
請
手
続
き

保
険
料
の
納
付

被
保
険
者
証
の
交
付

医
療
費
の
支
払
い

医
療
費
の
請
求

＜医療費の負担内訳＞ ■
保
険
料
は
ど
う
納
め
る
の
？

保
険
料
は
、
年
金
か
ら
天
引
き
（
特

別
徴
収
）
さ
れ
る
か
、
納
付
書
で
納
め

て
い
た
だ
き
ま
す
（
普
通
徴
収
）。

特
別
徴
収
は
、
年
額
18
万
円
以
上
の

年
金
を
受
け
取
っ
て
い
る
方
が
対
象
で
、

保
険
料
の
天
引
き
は
、
平
成
20
年
４
月

か
ら
始
ま
り
ま
す
。

な
お
、
介
護
保
険
料
と
合
わ
せ
た
保

険
料
額
が
年
金
額
の
２
分
の
１
を
超
え

る
方
は
、
納
付
書
で
納
め
て
い
た
だ
き

ま
す
（
納
期
は
今
後
決
定
し
ま
す
）。

■
誰
が
医
療
費
の
負
担
を
す
る
の
？

医
療
機
関
に
か
か
っ
た
時
の
費
用
は
、

医
療
機
関
の
窓
口
で
支
払
う
１
割
ま
た

は
、
３
割
負
担
の
ほ
か
、
後
期
高
齢
者

の
皆
さ
ん
か
ら
納
め
て
い
た
だ
く
保
険

料
、
74
歳
以
下
の
皆
さ
ん
の
健
康
保
険

か
ら
の
支
援
金
、
国
・
県
・
市
町
か
ら

の
公
費
（
税
金
）
で
ま
か
な
わ
れ
ま
す
。

高
齢
者
の
医
療
費
を
社
会
全
体
で
支
え

て
い
き
ま
す
。

（例）医療費が10万円の場合…窓口負担1万円
（1割）、残りの9万円について高齢者の保険
料9,000円（1割）、支援金3万6,000円（4割）、
公費4万5,000円（5割）となります。
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親
子
で
食
育
楽
し
く
学
ぼ
う

８
月
29
日
、
袋
井
保
健
セ
ン
タ
ー
で
野

菜
や
お
は
し
の
持
ち
方
な
ど
に
つ
い
て
学
ぶ

食
育
講
座
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

参
加
し
た
19
組
の
親
子
は
、
ま
ず
ク
イ

ズ
や
バ
イ
キ
ン
グ
な
ど
で
楽
し
み
な
が
ら
野

菜
の
旬
や
栄
養
素
な
ど
を
学
習
。
次
に
お
は

し
や
器
の
正
し
い
持
ち
方
に
つ
い
て
の
話
を

聞
き
、
食
事
の
作
法
を
身
に
付
け
ま
し
た
。

参
加
し
た
皆
さ
ん
は
「
親
子
で
野
菜
を
い

っ
ぱ
い
食
べ
た
い
」「
子
ど
も
の
手
本
と
な

る
よ
う
お
は
し
を
使
い
た
い
」
と
話
し
て
い

ま
し
た
。

ご
み
の
分
別
大
切
な
ん
だ
ね

９
月
５
日
、
三
川
小
学
校
で
ご
み
に
関
す

る
出
前
講
座
が
開
か
れ
、
４
年
生
32
人
が
ご

み
の
収
集
や
処
理
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

身
近
な
環
境
問
題
で
あ
る
ご
み
に
つ
い
て

理
解
を
深
め
て
も
ら
お
う
と
、
市
内
の
ご
み

収
集
業
者
と
市
職
員
が
、
収
集
車
の
構
造
や

市
の
ご
み
出
し
ル
ー
ル
な
ど
を
説
明
。
児
童

た
ち
は
、
ご
み
処
理
の
流
れ
や
分
別
の
大
切

さ
な
ど
を
学
び
、
自
分
自
身
が
ご
み
を
減
ら

す
た
め
に
何
が
で
き
る
か
考
え
て
い
ま
し
た
。

1001まちかど[8-9]  07.9.14 0:59 PM  ページ 1
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９
月
１
日
、
総
合
防
災
訓
練
が
行
わ
れ
、
市
内
各
地
で
自

主
防
災
隊
な
ど
が
そ
れ
ぞ
れ
地
震
に
対
す
る
訓
練
に
取
り
組

み
ま
し
た
。

浅
羽
防
災
セ
ン
タ
ー
で
は
、
浅
羽
自
主
防
災
隊
を
は
じ
め

地
域
の
皆
さ
ん
が
多
数
参
加
し
、
被
災
者
の
救
援
や
消
火
活

動
を
体
験
し
た
ほ
か
、
入
古
公
会
堂
で
は
、
小
型
ポ
ン
プ
な

ど
の
防
災
用
資
機
材
を
一
斉
点
検
。
災
害
対
策
本
部
の
市
役

所
で
は
、
市
内
各
地
の
情
報
収
集
訓
練
な
ど
を
行
い
、
地
震

へ
の
備
え
を
確
認
し
ま
し
た
。

地
震
に
備
え
て
防
災
訓
練

ラ
グ
ビ
ー
っ
て
面
白
い
！

９
月
12
日
、
浅
羽
東
小
学
校
で
５
・
６
年

生
１
２
４
人
が
参
加
し
「
ラ
グ
ビ
ー
教
室
」

が
開
か
れ
ま
し
た
。

ヤ
マ
ハ
発
動
機
ラ
グ
ビ
ー
部
の
選
手
を
講

師
に
招
き
、
輪
に
な
っ
て
パ
ス
回
し
を
し
た

り
、
順
送
球
な
ど
で
ボ
ー
ル
に
触
れ
た
り
し

て
、
ラ
グ
ビ
ー
の
楽
し
さ
を
体
感
。
児
童
た

ち
は
、「
難
し
か
っ
た
け
ど
楽
し
か
っ
た
」

「
今
度
は
試
合
を
し
て
み
た
い
」
な
ど
、
と
て

も
興
味
を
持
っ
た
様
子
で
し
た
。

お
い
し
い
袋
井
茶
を
飲
み
比
べ

９
月
12
日
、
市
役
所
で
「
東
海
道
ど
ま
ん

な
か
袋
井
茶
大
賞
」
の
二
次
審
査
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

審
査
の
対
象
は
、
一
次
審
査
を
通
過
し
た

市
内
生
産
者
の
お
茶
10
点
。
市
内
企
業
の
代

表
の
皆
さ
ん
と
市
役
所
を
訪
れ
た
市
民
の
皆

さ
ん
が
審
査
員
と
な
り
、
色
や
香
り
、
味
な

ど
を
比
べ
て
今
年
の
袋
井
茶
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン

を
決
め
ま
し
た
。
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

大
　
賞
　
松
井
輝
民
て
る
み

さ
ん
（
大
谷
）

準
大
賞
　
村
松
忠
男
さ
ん
（
宇
刈
三
沢
）

準
大
賞
　
川
瀬
　
寛
さ
ん
（
中
村
）

1001まちかど[8-9]  07.9.14 1:00 PM  ページ 2



市
民
病
院
が
現
在
の
場
所
に
移
転
し
て
か

ら
28
年
が
経
過
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
現

在
で
は
、
施
設
や
設
備
の
老
朽
化
が
進
む
と

と
も
に
、
医
師
不
足
や
医
療
制
度
改
革
な
ど
、

新
た
な
課
題
が
浮
上
す
る
中
、
昨
年
２
月
に

有
識
者
や
市
民
代
表
に
よ
る
「
今
後
の
病
院

の
あ
り
方
に
関
す
る
検
討
委
員
会
」
を
設
置

し
、
市
民
病
院
の
望
ま
し
い
将
来
像
に
つ
い

て
検
討
を
し
て
き
ま
し
た
。

昨
年
10
月
に
は
、
同
委
員
会
か
ら
５
つ
の

基
本
理
念
と
と
も
に
、
掛
川
市
立
総
合
病
院

と
の
統
合
が
望
ま
し
い
と
の
提
言
が
出
さ
れ
、

さ
ら
に
昨
年
６
月
に
設
置
さ
れ
た
市
議
会
の

「
市
民
病
院
問
題
特
別
委
員
会
」
に
お
い
て
も
、

今
年
２
月
に
、「
今
後
の
病
院
の
あ
り
方
に
関

す
る
検
討
委
員
会
」
の
提
言
を
尊
重
す
る
と

の
提
言
が
あ
り
ま
し
た
。

一
方
、
掛
川
市
で
も
「
掛
川
市
立
総
合
病

院
の
今
後
の
あ
り
方
に
関
す
る
検
討
委
員
会
」

と
「
掛
川
市
議
会
広
域
行
政
問
題
特
別
委
員

会
」
で
検
討
が
行
わ
れ
、
広
域
的
な
統
合
が

望
ま
し
い
と
の
提
言
が
ま
と
め
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
今
年
に
入
り
新
た
に
設
置
さ
れ
た

「
掛
川
市
議
会
病
院
問
題
特
別
委
員
会
」
で
は

８
月
に
、
袋
井
市
民
病
院
と
の
統
合
を
含
め

た
広
域
化
に
つ
い
て
協
議
し
て
い
く
方
針
が

示
さ
れ
ま
し
た
。

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
袋
井
市
長
は
、

８
月
30
日
に
行
わ
れ
た
病
院
問
題
特
別
委
員

会
と
、
９
月
４
日
に
開
催
さ
れ
た
市
議
会
全

員
協
議
会
の
中
で
、「
医
師
の
確
保
は
も
と
よ

り
、
高
度
医
療
へ
の
対
応
、
救
急
体
制
の
整

備
な
ど
、
今
後
の
地
域
医
療
の
望
ま
し
い
あ

り
方
を
考
え
た
場
合
、
両
病
院
の
統
合
が
最

善
の
方
法
で
あ
り
、
な
る
べ
く
早
い
時
点
で

統
合
に
向
け
た
協
議
を
開
始
し
た
い
旨
を
正

式
に
掛
川
市
に
申
し
入
れ
た
い
」
と
表
明
し
、

議
会
の
了
承
を
得
ま
し
た
。

病
院
の
統
合
に
向
け
て
は
、
両
市
で
構
成

す
る
準
備
会
に
お
い
て
、
必
要
と
さ
れ
る
協

議
事
項
が
検
討

さ
れ
る
こ
と
と

な
り
ま
す
が
、

市
民
の
皆
さ
ん

に
は
、
随
時
進

ち
ょ
く
状
況
を

お
知
ら
せ
い
た

し
ま
す
。袋

井
市
民
病
院
事
務
局
長
　
村
田
繁
樹

10

新
病
院
の
建
設
に
向
け
て

市民病院管理課
243-2511（代表）

問 
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会
社
な
ど
の
健
康
保
険
に
加
入
で
き
る
方
は
手
続
き
を
し
ま
し
ょ
う

■
健
康
保
険
の
扶
養
家
族
に
な
れ
ま
せ
ん
か
？

会
社
な
ど
の
健
康
保
険
は
、
本
人
（
被
保
険

者
）
だ
け
で
な
く
、
家
族
も
加
入
で
き
ま
す
。

健
康
保
険
の
扶
養
家
族
に
な
っ
て
も
会
社
で

の
健
康
保
険
料
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

主
に
被
保
険
者
の
収
入
に
よ
っ
て
生
活
し

て
い
る
次
の
①
〜
③
に
当
て
は
ま
る
方
が
い

る
場
合
は
、
扶
養
家
族
に
な
れ
る
か
ど
う
か

会
社
の
健
康
保
険
担
当
者
に
相
談
し
て
み
ま

し
ょ
う
。

①
被
保
険
者
の
直
系
尊
属
（
父
母
、
祖
父

母
な
ど
）
と
配
偶
者
（
内
縁
も
含
む
）、

子
、
孫
、
弟
妹

②
被
保
険
者
と
同
じ
世
帯
に
い
る
３
親
等

内
の
親
族

③
被
保
険
者
と
同
じ
世
帯
に
い
る
内
縁
の

配
偶
者
の
父
母
、
子

※
会
社
に
よ
っ
て
、
扶
養
認
定
の
基
準
が

異
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

〈
健
康
保
険
の
扶
養
家
族
に
認
定
さ
れ
た
ら
、

国
保
か
ら
抜
け
る
手
続
き
を
と
り
ま
し
ょ
う
〉

世
帯
の
国
民
健
康
保
険
加
入
者
が
減
る
こ

と
で
、
世
帯
の
国
保
税
が
減
額
さ
れ
ま
す
。

持
ち
物
　
新
し
い
健
康
保
険
証
、
国
保
の
保

険
証
、
認
め
印

所
　
市
役
所
１
階
市
民
課
国
保
年
金
係
ま
た

は
、
支
所
１
階
市
民
サ
ー
ビ
ス
課
市
民
サ

ー
ビ
ス
係

■
医
療
費
通
知
を
確
認
し
ま
し
ょ
う

市
で
は
、
国
保
に
加
入
し
て
い
る
方
に
受
診

し
た
医
療
機
関
や
医
療
費
を
確
認
し
て
も
ら
う

た
め
、「
医
療
費
通
知
」
を
郵
送
し
て
い
ま
す
。

家
庭
の
医
療
記
録
に
も
な
り
ま
す
の
で
、

届
い
た
ら
是
非
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

※
「
医
療
費
通
知
」
は
、
確
定
申
告
の
医
療
費

控
除
の
申
告
に
は
使
え
ま
せ
ん
。
確
定
申
告

で
は
、
医
療
機
関
な
ど
が
発
行
す
る
領
収
書

を
添
付
す
る
か
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

■
平
成
20
年
４
月
か
ら
特
定
検
診
と

特
定
保
健
指
導
が
始
ま
り
ま
す

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
や
そ
の
予
備

群
を
減
ら
す
た
め
、
平
成
20
年
４
月
か
ら
40

歳
〜
75
歳
の
国
保
被
保
険
者
と
そ
の
扶
養
家
族

を
対
象
に
特
定
検
診
・
保
健
指
導
を
行
い
ま
す
。

生
活
習
慣
病
を
予
防
し
、
皆
さ
ん
の
健
康
を

守
る
た
め
の
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
を
行
い
ま
す
。

市
民
課
国
保
年
金
係

2
４
４
―

３
１
１
３

市
民
サ
ー
ビ
ス
課
市
民
サ
ー
ビ
ス
係

2
２
３
―

９
２
１
２
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エコ ライフ 

マ
イ
バ
ッ
グ

は
、
折
り
た
た
ん

で
持
ち
歩
け
る
コ

ン
パ
ク
ト
な
も
の

や
買
い
物
か
ご
に

広
げ
ら
れ
る
大
き

な
も
の
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
種
類
が
あ
り
、
マ

イ
バ
ッ
グ
利
用
者
は
年
々
増
え
て
い
ま
す
。

ほ
か
に
も
、
精
算
が
済
ん
だ
商
品
を
買
い

物
か
ご
の
ま
ま
持
ち
帰
れ
る
「
マ
イ
バ
ス
ケ

ッ
ト
」
も
あ
り
ま
す
。
家
族
の
人
数
や
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
に
合
わ
せ
て
、
利
用
し
や
す
い

も
の
を
選
び
ま
し
ょ
う
。

〜
買
い
物
の
マ
ナ
ー
を
身
に
付
け
よ
う
〜

マ
イ
バ
ッ
グ
で
買
い
物
を
す
る
時
は
、
コ

ン
パ
ク
ト
な
バ
ッ
グ
は
レ
ジ
で
出
す
、
大
き

な
バ
ッ
グ
は
最
初
に
か
ご
に
入
れ
て
お
く
な

ど
、
お
店
の
人
に
誤
解
を
与
え
な
い
よ
う
な

マ
ナ
ー
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

〜
レ
ジ
袋
削
減
に
取
り
組
も
う
〜

私
た
ち
が
使
う
レ
ジ
袋
は
、
１
年
間
で
３

０
５
億
枚
に
な
る
と
推
計
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
国
民
１
人
当
た
り
お
よ
そ
３
０
０

枚
、
市
全
体
で
は
２，
０
０
０
万
枚
使
用
し
て

い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
レ
ジ
袋
２，
０
０
０

万
枚
を
原
油
に
換
算
す
る
と
、
約
２
７
５

、

ガ
ソ
リ
ン
の
値
段
に
換
算
す
る
と
、
約
４，
０

０
０
万
円
に
も
な
り
ま
す
。

〜
マ
イ
バ
ッ
グ
運
動
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
〜

マ
イ
バ
ッ
グ
運
動
と
は
、
買
い
物
を
す
る

時
に
レ
ジ
袋
の
代
わ
り
に
マ
イ
バ
ッ
グ
（
持

参
し
た
買
い
物
袋
）
を
利
用
す
る
と
い
う
、

環
境
に
優
し
い
行
動
の
こ
と
で
す
。

環境政策課環境衛生係　244-3115問 

～マイバッグを
利用しましょう～　
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〜
豊
沢
地
区
〜

自
主
防
犯
組
織
「
豊
沢

地
区
防
犯
『
安
全
ま
ち
づ

く
り
会
議
』」が
設
立
さ
れ
、

８
月
か
ら
青
色
回
転
灯
防

犯
パ
ト
ロ
ー
ル
（
隊
員
10

人
・
パ
ト
ロ
ー
ル
車
両
10
台
）
を
開
始
し
ま

し
た
。

〜
浅
羽
南
地
区
〜

昨
年
度
、
自
主
防
犯
組
織
「
浅
羽
南
・
地

域
安
全
安
心
会
議
」
が
設
立
さ
れ
、
９
月
か

ら
青
色
回
転
灯
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
（
隊
員
10

人
・
パ
ト
ロ
ー
ル
車
両
10
台
）
を
開
始
し
ま

し
た
。

〜
浅
羽
西
地
区
〜

自
主
防
犯
組
織
「
浅
羽
西
地
域
安
全
協
議

会
」
が
結
成
さ
れ
、
活
動
開
始
に
向
け
準
備

を
進
め
て
い
ま
す
。

■
青
色
回
転
灯
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
が

市
内
各
地
で
始
ま
っ
て
い
ま
す

青
色
回
転
灯
に
よ
る
パ
ト
ロ
ー
ル
は
、
視

認
効
果
が
高
く
、
活
動
範
囲
も
広
が
る
た
め
、

犯
罪
抑
止
効
果
が
高
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

浅
羽
北
地
区
・
宇
刈
地
区
に
続
き
、
市
内

各
地
で
青
色
回
転
灯
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
が
市

民
の
安
全
を
見
守
っ
て
い
ま
す
。

〜
袋
井
北
地
区
〜

自
主
防
犯
組
織
「
袋
井
北

地
区
安
心
・
安
全
ま
ち
づ
く

り
推
進
委
員
会
」（
平
成
16

年
度
設
立
）
は
、
立
て
看
板

の
作
成
や
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル

の
実
施
な
ど
多
様
な
防
犯
活

動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

更
に
活
動
を
活
性
化
さ
せ
る
た
め
、
今
年

７
月
か
ら
青
色
回
転
灯
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル

（
隊
員
60
人
・
パ
ト
ロ
ー
ル
車
両
58
台
）
を

開
始
し
ま
し
た
。

ひとくちメモ ひとくちメモ 
防犯まめ知識 

～ 青色回転灯防犯パトロール 
　　　　　　　　登録件数～ 

袋井市では、各地区の積極
的な取り組みにより、地域住
民による青色回転灯防犯パト
ロール車両の登録台数が県下
で最も多くなっています。
▽市内…127台
▽磐田警察署管内…236台
▽県内…2,036台

地
域
振
興
課
交
通
防
犯
係2

４
４
―

３
１
２
５

問 

◎
10
月
は
３
Ｒ
推
進
月
間
で
す

10
月
は
、
３
Ｒ
（
リ
デ
ュ
ー
ス
＝
減
量
、

リ
ユ
ー
ス
＝
再
利
用
、
リ
サ
イ
ク
ル
＝
再

資
源
化
）
推
進
月
間
で
あ
り
、
全
国
的
に

「
環
境
に
や
さ
し
い
買
い
物
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
」
も
展
開
さ

れ
ま
す
。
身
近

で
簡
単
に
で
き

る
レ
ジ
袋
の
削

減
に
あ
な
た
も

取
り
組
ん
で
み

ま
せ
ん
か
。

k
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親
子
ス
ポ
ー
ツ
教
室
や
自
然
体
験
教

室
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
な
ど

地
域
で
ス
ポ
ー
ツ
の
実
技
指
導
や
お
手

伝
い
を
す
る
体
育
指
導
委
員
（
以
下
指

導
委
員
）。
今
年
４
月
か
ら
、
女
性
初

の
委
員
長
に
就
任
し
た
小
久
江
弘
子
さ

ん
（
三
沢
）
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

一
人
ひ
と
り
の
持
ち
味
を
生
か
し
て

「
指
導
委
員
の
皆
さ
ん
は
、
し
っ
か

り
し
て
い
る
人
ば
か
り
な
の
で
、
一
人

ひ
と
り
の
持
ち
味
を
生
か
し
、
み
ん
な

で
協
力
し
て
取
り
組
む
よ
う
心
掛
け
て

い
ま
す
。
最
近
は
、
女
性
の
指
導
委
員

の
方
も
増
え
て
き
た
と
い
う
こ
と
も
あ

っ
て
、『
女
性
も
男
性
も
関
係
な
く
意

見
を
言
い
や
す
く
な
っ
て
き
た
』『
雰

囲
気
が
良
く
な
っ
て
き
た
』
と
い
う
声

が
聞
か
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」

人
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に

「
指
導
委
員
に
な
っ
て
、
今
年
で
13

年
目
。
指
導
委
員
を
や
ら
な
け
れ
ば
、

知
り
合
わ
な
か
っ
た
人
も
た
く
さ
ん
い

ま
す
し
、
貴
重
な
経
験
を
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、
委
員
長
に
な

っ
た
こ
と
で
、
も
っ
と
多
く
の
人
と
出

会
え
る
の
で
は
な
い
か
と
楽
し
み
に
し

て
い
ま
す
」

広報ふくろい 2007 平成19年10月1日 12

何
事
に
も
前
向
き
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す

 
 

 
「男は仕事、女は家庭」と
いった性別による固定的な役
割分担にとらわれずに、家庭で、
地域で、学校で、職場で、そ
れぞれの個性と能力を発
揮できることです。 

男女共同参画とは 

地域振興課協働共生推進係
244-3116

問 

み
ん
な
で
楽
し
め
る
ス
ポ
ー
ツ
を

「
最
近
で
は
、
障
害
の
あ
る
方
と
の

ス
ポ
ー
ツ
教
室
な
ど
に
も
取
り
組
み
、

ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
障
害
の
あ
る
方
た

ち
と
の
ふ
れ
あ
い
も
深
め
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
健
常
者
の
方
も
障
害
の
あ
る

方
も
み
ん
な
で
一
緒
に
楽
し
め
る
ス
ポ

ー
ツ
が
で
き
た
ら
い
い
な
と
思
い
ま

す
」常

に
前
向
き
に
と
い
う
こ
と
を
意
識

し
て
い
る
小
久
江
さ
ん
。
何
事
に
も
積

極
的
に
取
り
組
む
こ
と
で
、
自
分
自
身

の
成
長
に
つ
な
が
る
そ
う
で
す
。

住
民
票
の
写
し
が
ほ
し
い

の
で
す
が
、
月
〜
金
曜
日

は
市
役
所
に
行
け
ま
せ
ん
。
日

曜
日
に
と
れ
ま
す
か
？

毎
週
水
曜
日
と
日
曜
日

に
窓
口
の
延
長
サ
ー
ビ

ス
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
是

非
ご
利
用
く
だ
さ
い
（
祝
日
・

年
末
年
始
は
除
く
）。

取
扱
業
務

住
民
票
の
写
し
・

戸
籍
（
除
籍
）
謄
抄
本
・
印

鑑
登
録
証
明
書
の
交
付
、
印

鑑
登
録
　

〈
毎
週
水
曜
日
〉

時

〜
午
後
８
時

所

市
役
所
１
階
市
民
課
市

民
サ
ー
ビ
ス
係
、
支
所
１

階
市
民
サ
ー
ビ
ス
課
市
民

サ
ー
ビ
ス
係

〈
毎
週
日
曜
日
〉

時

午
前
８
時
30
分
〜
正
午

所

市
役
所
１
階
市
民
課
市

民
サ
ー
ビ
ス
係

市
役
所
や
支
所
以
外
の
市

内
で
、
住
民
票
の
写
し
を

と
れ
る
場
所
は
あ
り
ま
す
か
？

月
見
の
里
学
遊
館
で
も

と
る
こ
と
が
で
き
ま
す

の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

取
扱
業
務

住
民
票
の
写
し
・

戸
籍
謄
抄
本
・
印
鑑
登
録
証

明
書
の
交
付

日

月
〜
水
・
金
曜
日
（
祝
日

・
年
末
年
始
は
除
く
）

時
　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

所

月
見
の
里
学
遊
館
事
務
室

◇
申
請
で
き
る
人
が
限
ら
れ
て

い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
月
見

の
里
学
遊
館
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

東
京
に
本
籍
が
あ
る
の
で

す
が
、
郵
便
な
ど
で
戸
籍

謄
本
を
請
求
で
き
ま
す
か
？

本
籍
地
の
市
区
町
村
の

窓
口
に
直
接
出
向
く
こ

と
が
出
来
な
い
方
は
、
郵
便
で

戸
籍
謄
抄
本
な
ど
を
請
求
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

申
請
方
法

申
請
書
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
手
数
料
分
の

定
額
小
為
替
、
返
信
用
の
切

手
・
封
筒
を
同
封
し
て
、
本

籍
地
の
市
区
町
村
へ
郵
送
し

て
く
だ
さ
い
。

手
数
料
（
１
通
）

▽
戸
籍
謄

抄
本
…
４
５
０
円
　
▽
除
籍

謄
抄
本
…
７
５
０
円

◇
詳
し
く
は
、
本
籍
地
の
市
区

町
村
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

◇
申
請
書
は
、
市
役
所
１
階
市

民
課
市
民
サ
ー
ビ
ス
係
ま
た

は
、
支
所
１
階
市
民
サ
ー
ビ

ス
課
市
民
サ
ー
ビ
ス
係
に
あ

り
ま
す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
。

▼
市
民
課
市
民
サ
ー
ビ
ス
係

2
４
４
―

３
１
１
２

▼
市
民
サ
ー
ビ
ス
課
市
民
サ
ー
ビ
ス
係

2
２
３
―

９
２
１
２

▼
月
見
の
里
学
遊
館

2
４
９
―

３
４
０
０
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地域やサークルの行事、お気に入りの写真や子
どもの写真などを郵送してください。 

写真には、タイトル、住所、氏名（ふりがな）、年齢（生
年月日）、電話番号、自治会名を書き添えてください。 

●夢は消防士とプリンセス☆

左から渡辺向
こう

ちゃん（2歳）、唯瑠
い る

ちゃん（5歳）

北町

「
ど
ま
ん
中
ふ
く
ろ
い
」
の
ま
ち
づ
く
り

９
月
７
日
、
東
海
道
五
十
三
次
の

宿
場
と
し
て
、
江
戸
か
ら
も
京
都
か

ら
も
ち
ょ
う
ど
27
番
目
に
あ
た
る
袋

井
宿
で
は
、
将
来
を
見
据
え
た
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
る
た
め
に
「
ど
ま
ん

中
ふ
く
ろ
い
ま
ち
づ
く
り
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

東
海
道
沿
線
の
自
治
会
役
員
や
地

元
企
業
の
代
表
、
祭
り
青
年
の
皆
さ

ん
な
ど
が
「
ど
ま
ん
中
ふ
く
ろ
い
ま

ち
づ
く
り
計
画
」
の
策
定
に
向
け
て
、

意
見
を
交
換
。
先
進
地
の
視
察
や
街
道
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
な
ど
を
通
し

て
、ど
ま
ん
中
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
議
論
を
重
ね
て
い
き
ま
す
。

市
民
ま
ち
づ
く
り
塾
が
開
校

９
月
８
日
、
総
合
セ
ン
タ
ー
で

「
第
２
期
市
民
ま
ち
づ
く
り
塾
」
が

開
校
し
ま
し
た
。

ま
ち
づ
く
り
の
担
い
手
と
な
る
人

材
の
育
成
を
目
的
に
全
７
回
の
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
。
１
回
目
の
塾
で
は
、

昨
年
度
策
定
し
た
総
合
計
画
は
ど
ん

な
も
の
か
、
ど
の
よ
う
に
策
定
さ
れ

た
の
か
な
ど
に
つ
い
て
の
経
過
が
説

明
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
は
、「
協
働
の

ま
ち
づ
く
り
マ
ッ
プ
」
の
作
成
を
通

じ
て
、
ま
ち
づ
く
り
の
具
体
的
な
手

法
な
ど
を
学
ん
で
い
き
ま
す
。
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●お誕生日うれしいな！
中山翔楓

かえで

ちゃん（1歳）上町

●
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
ぐ
み
で
親
子
あ
そ
び

「
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
ぐ
み
は
、
幼
稚
園
入
園
前
の
子
ど
も
と
親

の
自
主
運
営
サ
ー
ク
ル
で
す
。
毎
週
、
浅
羽
西
・
浅
羽
南

公
民
館
で
活
動
中
。
９
月
２
日
、
浅
羽
会
館
で
『
つ
な
が

り
あ
そ
び
・
う
た
研
究
所
』
の
町
田
浩
志
さ
ん
を
迎
え
て
、

親
子
で
あ
そ
び
ま
し
た
」

浅
羽
西
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
ぐ
み
代
表
　
石
川
お
さ
美
さ
ん

●瑞鳳車
ずいほうしゃ

の二代目
中久能自治会の「瑞鳳車」の二代目屋台が
完成。真新しい屋台で10月8日には初引き、
10月12日～14日には祭典を迎えます。

1001みんなの広場[13-13]  07.9.14 0:20 PM  ページ 13
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●観光年賀はがきを
販売します

予約期間　10月15日(月)～31日(水)
引渡期間　11月21日(水)～30日(金)
引渡場所 市観光協会（土・日曜日、
祝日は休み）

金額 1枚75円
申込方法 電話また
は、Eメールで住
所、氏名、電話番
号、枚数をお申
し込みください。
市観光協会（総合センター1階）

243-1006 袋井市新屋1-2-1
kanko.fukuroi@ai.tnc.ne.jp

問 申 

◇袋井駅南北自由通路新設及び橋上駅
舎化工事は、市とJR東海と工事協定
を締結し、秋ごろから詳細設計を実
施する予定でしたが、国と鉄道事業
者との間で、駅舎改築事業などの費
用負担について協議することになっ
たため、駅舎改築工事協定の締結を
しばらく延期することになりました。

◇袋井駅南口に通じる道路整備事業に
ついては、当初の予定どおり整備を
進めていきます。
都市計画課まちづくり整備室
244-3163

問 

●袋井駅南北自由通路新設・
橋上駅舎化事業の予定変更

◇市では、平成18年4月から静岡県と協働して、地域が一体となって子ど
もを育てていく環境の整備や機運をつくるため、「子育て優待カード事業」
に取り組んでいます。

◇18歳未満のお子さんと保護者が一緒に店舗や施設に行き、子育て優待カ
ードを提示すると、県内すべての協賛店舗・施設で割り引きなどの特典
が受けられます。子育て優待カードを利用できる協賛店舗・施設には、
ステッカーやポスターがはってあります。

◇協賛店舗・施設は、市や県のホームページでもご覧になれます。市では
優待カードマップも作成し、配布していますので、ご活用ください。
しあわせ推進課子ども係　244-3120 FAX43-6285問 

県内全市町で使えます「子育て優待カード」

◇平成18年1月の「建築物の耐震改修の促進に関する法律」の改正により、市は
国・県と連携して、平成19年9月に「耐震改修促進計画」を策定し、建築物の
耐震診断及び耐震改修の促進を図ります。

＜計画の概要＞
1 建築物の耐震診断及び耐震改修の実施に関する目標の設定
・想定される東海地震の規模、想定される被害の状況
▽地震の規模はマグニチュード8程度
▽東海地震被害想定（第3次被害想定・袋井市）…予知なし・冬の朝5時想定

・耐震化の目標
▽住宅、多数が利用する特定建築物…耐震化率の目標90％（平成27年度末）
▽公共建築物と災害時の拠点となる建築物…耐震化率の目標100％（平成27年度末）
▽民間建築物…耐震化率の目標85％（平成27年度末）

2 耐震診断及び耐震改修の促進を図るための施策に関する事項
・耐震診断及び耐震改修にかかる基本的な取り組み方針
・耐震診断及び耐震改修の促進を図るための支援策
・安心して耐震改修を行うことができる環境の整備
・地震時の総合的な安全対策
・優先的に着手すべき建築物などの設定
3 建築物の地震に対する安全性の向上に関する啓発及び知識の普及
4 県との連携
5 その他耐震診断及び耐震改修の促進に必要な事項
◇計画は、市役所2階防災課防災係、情報公開コーナー、支所2階市民サービス課
総務係、市ホームページ(http://www.city.fukuroi.shizuoka.jp/)で閲覧できます。
防災課防災係 244-3108問 

被害者数
223（210）人

486（219）人

2,640（1,928）人

被害区分 被害区分 被害棟数
6,804棟

12,084棟

9,263棟

死者

重傷者

中等傷者

人
的
被
害

建
物
被
害

大破

中破

一部損壊

●耐震改修促進計画を策定しました

（ ）内は建物の倒壊による人的被害数
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問 は問い合わせ先 申 は申し込み先 はEメール

◇献血は、誰でもできるボランティア
です。

日　10月25日(木)
時　午前9時30分
～11時50分、
午後1時～4時

所　市役所駐車場献血バス（受付は、
市役所1階ロビーで行います）

対象 16歳～69歳の健康な方
献血の種類 全血献血200p・400p
◇献血時に本人確認を行います。お手
数ですが、運転免許証や保険証など
をお持ちください。
しあわせ推進課社会福祉係

244-3119

問 

●献血にご協力ください

日　月～金曜日　
時　午後2時～6時
所　青木町第2集会所（県営住宅内）
内容 日系ブラジル人（小・中学生）
への日本語支援

対象 ボランティア活動に熱心な方　
申込方法 電話または、ファクス、E
メールで住所、氏名、電話番号を
お申し込みください。

◇交通費などの実費は支給します。
詳しくは、ご相談ください。
NPO法人国際教育文化交流会

2FAX43-2093

f-east@cyber.ocn.ne.jp

問 申 

●外国人への日本語支援
ボランティアの募集

区画数　5区画（1区画15㎡）先着順
所 めいわ可睡保育園西側（袋井市久
能）

対象　市内在住の60歳以上の方
使用期間 2年間
管理運営費

2,000円　
申込方法

電話で住
所、氏名、
電話番号、
生年月日
をお申し込みください。
いきいき長寿課長寿福祉係

244-3121

市民サービス課市民福祉係　

223-9213

 申 

問 申 

●高齢者いきいき農園で
野菜を作ってみませんか

養護老人 
ホーム 
可睡寮 

めいわ 
可睡保育園 

可睡斎 

市
民
病
院 

    高齢者いきいき 
農園 ●子育てサポートキャラバン「くるクル」が巡回中です

時　午前10時～午後4時（31日(水)は
午前10時～正午、午後1時～3時）

対象 就学前のお子さんとその保護者
費用 無料
◇申し込みは不要です。直接、会場へ
お越しください。
明和第二保育園　243-8488

しあわせ推進課子ども係

244-3120

問 

10月15日(月)
16日(火)
17日(水)
18日(木)
19日(金)
22日(月)
23日(火)
24日(水)
25日(木)
26日(金)
29日(月)
30日(火)

31日(水)

所日

浅羽保健センター
笠原公民館
三川公民館
浅羽西公民館
浅羽東公民館

方丈ふれあい会館
今井公民館
袋井東公民館

宇刈いきいきセンター
浅羽南公民館

浅羽保健センター
今井公民館
袋井南公民館

（支援センターフェスティバル）

◇市では、磐周歯科医師会袋井班の歯科医師と協力して、「8020（80歳で20本
以上の歯を保とう）コンクール」を行います。自慢の歯をお持ちの方の参加
をお待ちしています。

◇歯周疾患検診も無料で受けられます。

「8020コンクール」に参加しませんか

場所　袋井保健センター
対象　市内在住の昭和2年12月31日以前に生まれた方で、自分の歯が20本以上
あると思う方（かぶせてある歯でも構いませんが、ひどくぐらついている歯
や歯根だけの歯は本数に含みません）

申込方法 電話または、ファクスで氏名、電話番号、生年月日、希望日をお申し
込みください。

◇入賞した方は、11月4日(日)午後1時30分から浅羽会館で行う「健康チャレン
ジ!!すまいる運動表彰式」で表彰します。
健康づくり政策課健康指導1係　242-7275 FAX42-7276問 申 

審査日
10月20日(土)

21日(日)
25日(木)

受付時間
午前9時30分～10時30分
午前9時30分～10時30分
午後2時～3時

はちまるにいまる
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内山清 〒437-0061
久能1172-1

高木民子 〒437-0022
方丈二丁目1-22

桑原政海 〒437-1126
長溝363

42-7448

42-3792

23-5170

住　 所 電話番号氏　名

◇10月15日(月)～21日(日)は、秋の
行政相談週間です。行政機関に対す
る苦情、要望、問い合わせなどお気
軽にご相談ください。電話や封書で
の相談も受け付けます。

＜市内の行政相談委員（敬称略）＞

＜特設行政相談＞

日　10月16日(火)
時　午後1時～4時
所　①市役所1階第1相談室②浅羽
会館2階3号会議室

◇相談は無料、秘密は厳守します。
◇申し込みは不要です。直接会場へお
越しください。
①市民課市民サービス係244-3112

②市民サービス課市民サービス係

223-9212

問 

●行政相談を
ご利用ください

◇交通事故、詐欺、おどしなどの被害
に遭い、警察や検察庁に訴えたけれ
ど、検察官が事件を起訴してくれな
い。このような場合は、検察審査会
にご相談ください。

◇相談や申し立てについての費用は無
料です。秘密は厳守します。
浜松検察審査会（静岡地方裁判所
浜松支部内） 2053-453-7155

問 

●検察審査会へ
ご相談ください

●労使トラブル相談会

◇解雇や賃金引き下げなどの労働条
件、労働関係に関するトラブルの相
談を受け付けます。弁護士や県民生
活センターの労働相談員が解決のた
めのアドバイスをします。

日　10月28日(日)
時　午前10時～午後3時
所 浜松労政会館
（浜松市中区東伊場2-7-1）
◇相談は無料。申し込みは不要です。
直接、会場へお越しください。
県労働委員会事務局調整審査室

2054-221-2287

問 

日　10月20日(土)
時　午前10時～午後7時
所　ザザシティ浜松中央館5階「パレ
ット」（浜松市中区鍛冶町100-1）

内容 クレジットカード、サラ金など
による多重債務に関する相談会

相談料 無料
◇秘密は厳守します。申し込みは不要
です。直接会場へお越しください。

◇自家用車でお越しの方は、周辺の有
料駐車場をご利用ください。

＜電話相談も受け付けます＞

当日、電話相談（2054-289-3705）
も受け付けます。お気軽にご相談く
ださい。
県司法書士会　2054-289-3700問 

●クレジット・サラ金110番

◇新潟での中越沖
地震は他人事
ではありませ
ん。地震の前
に、後に、それぞれ何をするべきか、
何ができるかについて考えます。

日　10月21日(日)
時　午後1時30分～4時
所　市役所3階301会議室
テーマ 地域で、自分で“考え、実践
する”減災

講師 石井布紀子さん（阪神淡路大震
災の被災経験を生かしたまちづくり
アドバイザー）

対象　市内在住・在勤の方
定員　100人（先着順）
受講料　無料
申込方法 10月17日(水)までに電話ま
たは、ファクス、Eメールで住所、氏
名、電話番号をお申し込みください。
e市民ネットワーク袋井

天野さん　2FAX23-0615
deko_amano@ybb.ne.jp
地域振興課協働共生推進係

244-3116 FAX43-2132

問 申 

問 申 

●協働まちづくり事業
「減災講演会」

◇人権問題でお
困りの方は人
権相談をご利
用ください。

◇相談は無料、
秘密は固く守
ります。

＜人権擁護委員による人権相談＞

日 毎週金曜日
時 午後1時～4時
所 静岡地方法務局袋井支局
（袋井市袋井366）

＜人権擁護委員の退任＞
高木則夫さん（小野田）、白井清子
さん（入古町）、小澤壮吉

たけよし

さん（西
同笠）の3人が任期満了に伴い、退
任しました。3年間、ありがとうご
ざいました。

＜人権擁護委員の就任＞
寺田久美子さん（春岡）、田口康弘
さん（砂本町）、近藤多門さん（東
同笠）の3人が就任しました。
任期 10月1日(月)～ 3年間
静岡地方法務局袋井支局 242-3545

しあわせ推進課社会福祉係

244-3119

問 

●人権相談
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問 は問い合わせ先 申 は申し込み先 はEメール

●初心者登山ハイキング教室

◇登山を通して初心者向けの歩き方や
注意点などを学びます。

日 11月11日(日) 小雨決行
時　午前6時50分～午後5時
集合場所 市役所北側駐車場
行き先　たはらアルプス（愛知県）
対象　市内または、近隣市町在住の中
学生以上の健康な方

定員 20人（先着順）
参加料 2,000円（バス代、保険料、
資料代など）

申込方法 はが
きまたは、電
話、ファクス
で住所、氏名、
年齢、電話番
号をお申し込みください。

申込受付 10月15日(月)～

市スポーツ協会山の会

〒437-0021 袋井市広岡2245-19

木村正志さん　FAX43-7781

2090-8861-7810（午後6時～9時）

問 申 

◇ハイキングをしながら、紅葉などを
楽しんでリフレッシュしましょう。

＜10～12月の活動予定＞

▽10月17日(水)…午前7時～午後6
時30分（竜ヶ岳）▽11月21日(水)
…午前6時30分～午後6時（鳳来寺
山）▽12月12日(水)…午前7時～午
後6時（烏帽子岳・パノラマ台）

受講料 2,000円（10～12月分）
◇バス代・保険代などの経費は、別途
掛かります。

申込方法 10月16日(火)までに電話
または、ファクスで住所、氏名、電
話番号をお申し込みください。
NPO法人健康文化クラブ　

稲葉さん 285-3091

協働まちづくりセンター FAX43-6315

問 申 

●健康ハイキング講座

◇ヨガで、身体
のバランスを
整えましょう。
初めての方で
も大丈夫です。

日　10月17日(水)・24日(水)・31日
(水)、11月14日(水)・21日(水)・
28日(水)

時　①午前7時～8時②午前8時30分
～9時30分③午前10時～11時

所　協働まちづくりセンター「ふらっと」
対象 市内在住・在勤の方
定員 各時間帯5人　
受講料 2,000円/月
申込方法 電話または、ファクスで住
所、氏名、電話番号、①～③の中で希
望する時間帯をお申し込みください。

申込締切 10月16日(火)
持ち物 バスタオルまたは、ヨガマット

NPO法人健康文化クラブ　

松浦さん 20537-23-6507

協働まちづくりセンター FAX43-6315

問 申 

●健康講座「朝ヨガ体操」

◇占いをきっかけにして、自分を取り
巻く環境や社会について、新しい視
点を見付けませんか。

日　10月21日(日)
時　午前10時～11時30分
所　協働まちづくりセンター「ふらっと」
内容 占いの歴史、紀元前から現在に
至る暦の見方など

対象 市内在住・在勤の方
定員 30人　
受講料 500円
申込方法 ファクスで住所、氏名、電
話番号をお申し込みください。

申込締切 10月20日(土)
NPO法人健康文化クラブ　

稲葉さん 285-3091

ふらっと運営会議　 FAX43-6315申 

問 

●ふらっとで会いましょう
「占い講座」

◇俳句は、わずか17音の短詩です。
日々の暮らしや自然の中から生まれ
る喜びや悲しみを詠んでみません
か。

日　11月12日(月)・19日(月)・26日
(月)、12月3日(月) 全4回

時　午後1時30分～3時30分
所　月見の里学遊館
講師 笹瀬節子さん（袋井市出身）
対象 市内在住・在勤の方
定員 25人（先着順）
受講料 1,000円
申込方法 はがきで住所、氏名、電話
番号をお申し込みください。

申込受付 10月15日(月)～
市文化協会 243-2273

〒437-0023 袋井市高尾783-4

問 申 

●俳句入門講座

日　10月27日(土)
時　午後1時30分～3時30分
所　協働まちづくりセンター「ふらっと」
内容 参加者を集めるための効果的な
チラシづくりのポイント

講師 山形美恵子さん（フリーライター）
対象　市内在住・在勤で、NPOやボ
ランティア活動に関心のある方

定員　30人（先着順）
受講料　無料
申込方法 ファクスで住所、氏名、電
話番号をお申し込みください。

申込締切 10月22日(月)
NPO法人健康文化クラブ　

山鳥さん 223-8186

ふらっと運営会議　 FAX43-6315 申 

問 

●NPO実務研修
「人を集めるチラシづくりのコツ」
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◇県内の7歳～9歳のサッカー選手た
ちが参加します。是非、観戦にお出
掛けください。

日　11月4日(日) 小雨決行
時　午前9時～午後3時30分
所　エコパスタジアム、補助競技場、
多目的運動広場ほか

入場料 無料
(財)県サッカー協会　

2054-287-7730

問 

●エコパカップ
キッズ8人制サッカー大会

日 10月28日(日)
時 午前10時～午後3時30分
所 磐田市見付公民館
（磐田市見付2385-10）
対象　精神に障害のある方の家族など
内容 ▽午前…講演会「統合失調症の
方へのかかわり方と家族の役割」
▽午後…懇談会
受講料 無料
◇申し込みは不要です。直接会場へお
越しください。
中遠地域精神保健福祉会丹誠会
（たんぽぽ共同作業所内）
258-1541

問 

●統合失調症の講演会

●手話講習会

◇テキストに沿って簡単な手話を学び
ます。

日　10月23日(火)～11月27日(火)の
毎週火曜日　全6回

時 午後7時30分～9時
所 袋井市ボランティアセンター（袋
井保健センター分室1階）

対象　市内在住・在勤の高校生以上の方
講師 手話サークル「ふれあい」
定員 15人程度（先着順）
受講料 無料
申込方法 電話または、ファクスで住
所、氏名、電話番号をお申し込みく
ださい。

申込締切　10月15日(月)
市社会福祉協議会

243-3020 FAX43-6305

問 申 

◇傾聴ボランティアは、日中一人暮ら
しの高齢者を訪問し、話を聴くボラ
ンティアです。

日　11月6日(火)・13日(火)・20日
(火) 全3回

時　午後1時30分～4時40分
所　総合センター4階 大会議室
内容 人の話に耳を傾けるこつ、高齢
者の特徴、実践者の体験談など

対象　市内在住の18歳以上の方
受講料　無料
申込方法 電話
または、フ
ァクスで住
所、氏名、
電話番号を
お申し込みください。

申込締切　10月19日(金)
市社会福祉協議会　

243-3020 FAX43-6305

問 申 

●傾聴ボランティア
養成講座

◇ひきこもりの状況の正しい理解と周
囲の人々が適切に対応するための講
演会です。

日 11月8日(木)
時 午後1時30分～4時
所 掛川市美感ホール
（掛川市亀の甲1-13-7）
演題 青年期ひきこもりに悩むご家族
への援助

講師 楢林理一郎さん（精神科医・湖
南クリニック所長）

対象　ひきこもりに困っている家族、
関心がある方など

定員 270人（先着順）
受講料 無料
申込方法 電話で住所、氏名、電話番
号をお申し込みください。
県精神保健福祉センター

2054-286-9245

問 申 

●社会的ひきこもり講演会

◇社会的ひきこもりは、様々な要因に
よって社会参加しないことが続いて
いる状態です。

◇社会的ひきこもりに対する理解を深
め、かかわり方などを学びながら、
家族同士の交流を図る教室です。

日　11月28日(水)、12月19日(水)、
平成20年1月16日(水)、2月27日
(水) 全4回

時　午後1時30分～3時30分
所 中遠総合庁舎西館2階204会議室
（磐田市見付3599-4）
内容　社会的ひきこもり状態について
の精神科医による話、家族のかかわ
り方、グループワークなど

対象 16歳～29歳の社会的ひきこも
り状態の方の家族（原則として両親）

定員 15組
受講料 無料
申込方法　電話で住所、氏名、電話番
号をお申し込みください（申し込み
の際に状況を聞いて、教室の対象に
なるか判断させていただきます）。

申込締切 11月12日(月)
西部健康福祉センター障害福祉課

237-2252

問 申 

●社会的ひきこもり
家族教室

たんせいかい
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問 は問い合わせ先 申 は申し込み先 はEメール

◇秋に咲くいろいろな種類のひまわりを
お楽しみください。

日 10月27日(土)・28日(日)
時　午前10時～午後3時
所　友永地内（三川小学校南側）
内容 地元農産物販売、クラウンメロン
試食・販売、フリーマーケットなど

夢の里みつかわグリーン・ツーリズム

協議会　242-3175

問 

●ひまわり祭り

◇掘り出し物がたくさんのフリーマー
ケットです。

日　11月4日(日) 雨天中止　
時　午前10時～午後3時
所　協働まちづくりセンター「ふらっと」
＜出店者を募集します＞
使えるのに、家で眠っている物はあ
りませんか。
面積　
2.5ｍ×3ｍ
募集区画数
20区画
出店料
500円/区画
申込方法 ファクスで出品する主な
物、住所、氏名、電話番号をお
申し込みください。

申込締切 10月31日(水)
ふらっと運営会議

2FAX43-6315

問 申 

●もったいないフェア

N

袋井 
みつかわ 
病院 

日本 
シャーウッド 
袋井工場 

 
 
JA遠州中央三川支店 

至袋井I.C

会場 

三川小学校 ● 
● 

● 

三川公民館 

萱間公会堂 

● 

● 

● 

敷
地
川 

●大井川用水の探検に
出掛けよう！

◇農業用水の大切さを学びましょう。
日 11月3日(土)文化の日
時 午前8時30分～午後4時30分
集合場所 菊川市文化会館「アエル」
第2駐車場（菊川市本所2488-2）

視察場所 伊達方分水工、菊川頭首工、
川口取水工、長島ダムなど

対象 小学生以上の親子
定員 20組（先着順）
参加料 無料
申込方法 電話または、ファクスで参
加を希望する方の住所、氏名、年齢、
電話番号をお申し込みください。

申込受付 10月15日(月)～
持ち物 昼食、帽子、水筒など

大井川右岸土地改良区「元気な

用水探検隊」係　20537-35-2413 

FAX0537-35-8100

問 申 

●NPO体験・参加ツアー

◇市内のNPO法人やボランティア団
体の活動現場を見学して、ボランテ
ィア意識を高めたり、まちづくりに
ついて考えたりしてみませんか。

日 11月1日(木)
時 午前8時45分～午後4時10分
集合場所 市役所1階市民ロビー
コース 市役所～新清掃センター建設
現場～諸井里山～三川ひまわり畑～
たすけあい遠州（昼食）～すずらん
の会～中央子育て支援センター～ふ
らっと～市役所

対象 市内在住・在勤の方
定員 35人（申し込み多数の場合は抽選）
参加料 無料（昼食を希望する方は、
昼食代300円）

申込方法 ファクスで参加を希望する
方の住所、氏名、電話番号をお申し
込みください。

申込締切 10月19日(金)
ふらっと運営会議 2FAX43-6315問 申 

◇秋空のもと、全国からウオーキング
愛好者が袋井に集います。家族や友
達を誘って、秋の遠州路を楽しく歩
きましょう。

◇10月27日(土)の開会式には、タレ
ントのつまみ枝豆さんをゲストに迎
えます。

日　10月27日(土)・28日(日) 雨天決行　
時　▽受付…午前8時～▽開会式…午
前8時30分～▽出発…午前9時～

所　市役所南側芝生広場
＜27日(土)：どまん中ふくろい北コース＞
可睡・春岡三山コース　24km
東海道油山寺コース　15km
発見!!東海道どまん中コース　8km

＜28日(日)：どまん中ふくろい南コース＞
浅羽コスモスコース　25km
エコパ・法多山コース　15km
親子で歩こうかわべの道コース　6km
参加料 ▽市内一般…500円▽高校生
以下…200円▽未就学児…無料

申込方法 事前に市役所2階スポーツ
推進課にお申し込みください（当日、
会場でも申し込みできます）。
スポーツ推進課スポーツ健康係

244-3128

問 申 

●東海道どまん中ふくろい
ツーデーウオーク

◆編集後記
おはしの持ち方や作法について学ぶ食
育講座を取材。私はおはしの持ち方が
下手なので、真剣に聞き入ってしまい
ました●幼い時の習慣は、本当に大切
なもの。おはしの持ち方だけでなく、
食事の時の姿勢や片付けなど普段気に
していないことにもたくさんのマナー
があると知りました●先生のように、
ゆとりがあって、きれいに振る舞える
のはいつになることやら？まずは、姿
勢よく背筋を伸ばして食事をするとこ
ろからスタートしてみます。 「川」



 

夏の日差しが残る9月8日、原野
谷川で小学3・4年生39人が参加し
てカヌー教室が行われました。
インストラクターからカヌーへ

の乗り込み方やパドルの使い方を
教えてもらい、早速出発。上手に
バランスを取りながら、原野谷川
親水公園から約4km先の諸井橋上
流まで下りました。途中、川の水
質検査なども行われ、身近な川の
現状を学びながら、水上の旅を楽
しみました。

人口／86,039人 （前月比＋152人）

（外国人登録者4,057人含む）

男性／43,475人 （前月比＋91人）

女性／42,564人 （前月比＋61人）

世帯数／29,975世帯（前月比＋92世帯）
平成19年9月1日現在
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袋井市の市章

私
が
仕
事
を
す
る
部
屋
の
隣
に
、
市

長
応
接
室
が
あ
る
。
大
き
な
四
角
の
テ

ー
ブ
ル
を
囲
ん
で
、
ソ
フ
ァ
が
八
つ
置

か
れ
、
壁
に
は
歴
代
旧
袋
井
市
長
の
肖

像
画
や
市
全
体
の
航
空
写
真
が
掛
け
ら

れ
て
い
る
。

こ
の
部
屋
へ
は
、
市
内
外
か
ら
の

様
々
な
お
客
さ
ん
を
は
じ
め
、
時
に
は
、

外
国
か
ら
の
お
客
さ
ん
や
全

国
大
会
・
県
大
会
へ
出
場
す

る
生
徒
や
学
生
た
ち
が
新
聞

記
者
や
テ
レ
ビ
カ
メ
ラ
と
一

緒
に
来
る
こ
と
も
あ
る
。

３
年
前
に
は
、
村
木
理
恵
さ
ん
が
ア

メ
リ
カ
で
肝
臓
移
植
手
術
を
受
け
る
た

め
の
募
金
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
、
ご
両
親

と
共
に
来
ら
れ
た
。
目
を
く
り
く
り
さ

せ
な
が
ら
、
父
親
の
話
を
聞
く
小
柄
な

理
恵
さ
ん
の
姿
が
印
象
的
で
あ
っ
た
。

手
術
が
成
功
し
て
帰
国
し
た
時
に
は
、

元
気
な
顔
で
あ
い
さ
つ
に
見
え
た
。
昨

年
、
赤
い
羽
根
共
同
募
金
を
袋
井
駅
前

で
行
っ
て
い
た
時
、
私
の
箱
に
１
０
０

円
入
れ
て
、
に
こ
っ
と
笑
っ
て
電
車
に

乗
っ
て
行
っ
た
。

北
朝
鮮
へ
拉
致

ら

ち

さ
れ
た
可
能
性
が
あ

る
鈴
木
清
江
さ
ん
の
妹
さ
ん
が
来
ら
れ

た
の
は
、
今
年
の
春
だ
。
お
姉
さ
ん
が

い
な
く
な
っ
た
時
の
様
子
を
う
か
が

い
、
今
日
ま
で
の
ご
両
親
、
ご
家
族
の

皆
さ
ん
の
ご
心
痛
、
ご
労
苦
は
察
す
る

に
余
り
あ
る
。
こ
の
不
条
理
な
出
来
事

が
解
決
し
、
清
江
さ
ん
が
帰
っ
て
く
る

ま
で
、
市
民
み
ん
な
で
声
を
大
に
し
て

抗
議
し
、
各
方
面
に
働
き
か
け
続
け
る

こ
と
が
必
要
だ
と
思
う
。

ト
リ
ノ
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
金
メ
ダ

ル
を
取
っ
た
フ
ィ
ギ
ア
ス
ケ
ー
ト
の
荒

川
静
香
さ
ん
が
訪
れ
た
の
は
、
先
月
の

７
日
の
午
後
。
テ
レ
ビ
で
見
る
よ
り
、

も
っ
と
背
が
高
く
、
す
ら
っ
と
し
た
感

じ
が
し
た
。
お
土
産
の
ク
ラ
ウ
ン
メ
ロ

ン
を
見
て
「
果
物
の
中
で
一
番
好
き
」

と
言
わ
れ
て
と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
。

私
が
こ
の
部
屋
で
お
客
さ

ん
に
会
う
の
は
、「
市
を
代
表

し
て
」
で
あ
り
、
大
勢
の
方

が
訪
れ
る
の
で
会
う
こ
と
が

で
き
る
時
間
は
短
い
が
、
そ
れ
が
時
に

は
袋
井
市
の
印
象
と
な
る
。
気
分
が
優

れ
な
く
て
も
笑
顔
で
、
ま
し
て
髪
が
ぼ

さ
ぼ
さ
、
無
精
ひ
げ
は
許
さ
れ
な
い
。

一
番
大
切
な
こ
と
は
、
お
客
さ
ん
の
お

話
を
よ
く
聞
い
て
、
訪
問
さ
れ
た
目
的

を
果
た
し
、
気
持
ち
良
く
帰
っ
て
い
た

だ
く
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
る
。

「
市
長
室
へ
の
お
客
様
」


